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1.「劣化』する森林資源
ロシアの森林資源をみるとき、まずその
資源の量の大きさが注目される。ロシアは
世界最大の森林国であり、世界の森林面積
の2割強、針葉樹林面積では6割以上を占
めている。量としての資源は膨大であり、
将来の木材需給の大きな鍵を握っているこ
とは疑いがない。一方、多くの森林は気象
条件が厳しいところに存在しており、一旦
森林が開発されると、その修復には長い時
間がかかる。また永久凍土層の上に成立し
ている森林が不適切に開発されると、永久
凍土の融解など深刻な問題を引き起こすと
されている。こうした点で、ロシアの森林
の利用にあたっては細心の注意を払うこと
が求められている。
こうした森林資源の推移と現状をみた
のが、表1である。まず全森林面積は1億
1000万ヘクタール強の水準に、また森林
蓄積も約 740億 m3の水準にあり、両者と
もに大きく変動していない。熱帯林で広く
みられるような、森林の他の用途への転
換・森林破壊による、森林面積や蓄積その
ものの減少といった事態が生じていないこ
とがわかる。
一方、資源内容についてみていくと様々
な問題があることも確認できる。蓄積のう
ち針葉樹蓄積は減少しており、さらに成熟
林蓄積、針葉樹成熟林蓄積がさらに速いペ
ースで減少している。すなわちロシアでは、
成熟林、特に経済価値の高い針葉樹成熟林
の減少という形で、資源的な劣化が進んで
いると考えられる。
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このような森林資源の質的劣化は全国一
律に進んでいるわけではない。森林の単位
面積当たりの蓄積量をみると、ウラル山脈
より西の地域では増加傾向にあるが、極東
地域では減少しており、極東とウラル山脈
に挟まれたシベリア地域ではほぼ横ばいと
なっている。こうした地域差が現れる理由
については必ずしも明らかではなく、次項
で述べるように森林火災の影響などが大き
いと考えられる。
いずれにせよ極東地域において、特に森
林劣化が著しいという事実をおさえておき
たい。
なお図 I-3に極東およびハバロフスク
地方の資源の現状と動態を示した。極東に
おいて、非森林被覆地の比率が特に低いこ
と、また齢級構成が急速に若齢化している
こと、また樹種構成では先駆樹種である軟
質広葉樹の比率が増加するとともに、有用
樹種で伐採が集中したチョウセンゴヨウ、
エゾトドの比率が減少してきている。ここ
からも資源状態の劣化がみてとれる。
2.森林劣化の原因と森林管理の現状
さて、以上のような森林の劣化はどのよ
うな理由で進んでいるのであろうか？
第 1にあげられるのは、木材生産のため
の森林伐採である。経済危機に陥るまで、
ロシアは世界第 2位の木材生産国であり、
80年代を通じて年間3億 m3近い生産を行
っていた。木材生産量は伐採許容量の範囲
内にはとどまっていたものの、伐採・搬出作
業に無駄が多かったこと、規則違反の伐採







